
市
民
福
祉
部
・
健
康
増
進
課

母
子
保
健
係

☎ 

２
３
‐
１
１
３
２

教
育
委
員
会
・
学
校
教
育
課

指
　
導
　
係

☎ 

２
３
‐
１
２
５
８

市
民
福
祉
部
・
地
域
福
祉
課

地
域
福
祉
係

☎ 

２
３
‐
１
２
４
５

2007.７.１2007.７.１

戦
没
者
等
遺
族
へ
の

特
別
弔
慰
金

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受

け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
第
８
回

特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
40
万
円
、

10
年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

■
対
象

対
象
に
な
る
の
は
次
の
順
番
に
よ

る
先
順
位
の
遺
族
１
人
で
す

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

お
り
、
か
つ
戦
没
者
等
と
氏
が
同

じ
で
あ
る
（１）
父
母
、
（２）
孫
、
（３）
祖

父
母
、
（４）
兄
弟
姉
妹

④
前
記
③
以
外
の
（１）
父
母
、
（２）
孫
、

（３）
祖
父
母
、
（４）
兄
弟
姉
妹

⑤
前
記
①
か
ら
④
以
外
の
遺
族
で

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
３
親
等
内
の
親
族

■
請
求
窓
口

・
本
庁
地
域
福
祉
課

乳
幼
児
、
母
子
家
庭

福
祉
医
療
費
助
成

市
で
は
乳
幼
児
、
母
子
家
庭
の
み

な
さ
ん
の
医
療
費
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
受
給
を
希
望
さ
れ
る
人
は
窓

口
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
人
は
期
間
内
に
更
新
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
手
続
期
間

７
／
２
（月）
〜
20
（金）

９：

00
〜
17：

00

■
手
続
場
所

・
本
庁
地
域
福
祉
課

・
三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

・
日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
各
出
張
所

■
対
象

・
乳
幼
児

義
務
教
育
就
学
前
児
童

で
19
年
度
の
父
母
の
市
民
税
所
得

割
額
（
定
率
控
除
前
）の
合
算
額
が

１
３
６
、
７
０
０
円
以
下
の
世
帯

・
母
子
家
庭

母
子
家
庭
の
母
お
よ

び
児
童
、
父
母
の
い
な
い
児
童
で

19
年
度
の
市
民
税
所
得
割
額
が
非

課
税
の
世
帯

■
そ
の
他

・
申
請
に
は
、
印
鑑
、
健
康
保
険
証

が
必
要
で
す

・
乳
幼
児
医
療
は
電
子
申
請
で
も
更

新
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
長
門
市

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間

「
防
ご
う
犯
罪
と
非
行

助
け
よ
う
立
ち
直
り
」

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
強
調
月
間
で
す
。
こ
れ
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

市
で
は
、
こ
の
運
動
の
一
環
と
し

て
、
次
の
と
お
り
広
報
番
組
を
ほ
っ

ち
ゃ
テ
レ
ビ
で
放
映
し
ま
す
。

■
番
組
タ
イ
ト
ル

『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
立
ち
直
る
こ
と
、

支
え
る
こ
と
、
出
会
う
こ
と
』

■
放
映
日

７
／
９
（月）
・
17
（火）

■
放
映
時
間
（
30
分
番
組
）

６：

00
〜
、
７：

00
〜
、
９：

00
〜
、

11：

00
〜
、
13：

00
〜
、
15：

00
〜
、

17：

00
〜
、
19：

00
〜
、
21：

00
〜
、

23：

00
〜

■
そ
の
他

７
月
中
は
こ
の
日
以
外
に
も
随
時

放
映
予
定
で
す

■
問
い
合
わ
せ
　
　

地
域
福
祉
係

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
や
ま
ぐ
ち

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

■
長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.c
ity.n

a
g
a
to
.

ya
m
a
g
u
c
h
i.jp
/

■
問
い
合
わ
せ
　
　

地
域
福
祉
係

む
し
歯
予
防
教
室

■
日
時

７
／
12
（木）13：

30
〜
15：

15

■
場
所

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

■
内
容

・
歯
科
健
診
と
相
談
（
歯
科
医
）

・
歯
み
が
き
実
習
（
歯
科
衛
生
士
）

・
手
作
り
お
や
つ
・
レ
シ
ピ
の
配
布

（
食
生
活
改
善
推
進
員
）

■
持
っ
て
く
る
物

母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ
、
タ

オ
ル
、
コ
ッ
プ
、
手
鏡

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

母
子
保
健
係

２
０
０
６

通
く
じ
ら
祭
り

■
日
時
　
７
／
21
（土）

■
場
所
　
通
魚
市
場
ほ
か

和
船
競
漕
大
会

９：

00
〜

古
式
捕
鯨
実
演

11：

00
〜

通
く
じ
ら
唄
演
奏

12：

00
〜

青
海
島
体
験
航
海
（
雨
天
中
止
）

13：

30
〜
　
14：

30
〜

カ
ラ
オ
ケ
大
会

18：

30
〜

芸
能
シ
ョ
ー

20：

00
〜

・
く
じ
ら
祭
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
同
時
開
催

・
古
式
捕
鯨
実
演
終
了
後
く
じ
ら

汁
を
無
料
配
布
（
先
着
300
人
分
）

■
参
加
者
募
集

・
青
海
島
体
験
航
海

各
便
30
人
（
参
加
無
料
）

・
カ
ラ
オ
ケ
大
会

先
着
10
人

・
申
込
期
限

７
／
13
（金）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

通
公
民
館
　
TEL
28
‐
０
０
０
８

・
三
隅
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

・
日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
油
谷
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

・
各
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
係

特
別
支
援
教
育
講
演
会

市
教
育
委
員
会
で
は
、
特
別
支
援

教
育
に
か
か
わ
る
講
演
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
こ
の
講
演
は
ど

な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

７
／
24
（火）10：

00
〜
11：

30

■
場
所

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

経
済
振
興
部
・
水
産
課

水
　
産
　
係

☎ 

２
３
‐
１
１
４
５

長
門
市
水
産
業
振
興
計
画

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

市
で
は
、
今
後
10
年
間
を
見
据
え

た
水
産
業
振
興
施
策
の
基
本
的
な
方

向
を
示
す
「
長
門
市
水
産
業
振
興
計

画
」
を
今
年
度
に
策
定
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
に
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
票
が
届
き
ま
し
た
ら

本
趣
旨
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
対
象

・
市
民

約
２
、０
０
０
人
（
市
内
在

住
者
か
ら
無
作
為
に
抽
出
）

・
水
産
業
関
係
者

約
５
０
０
人

■
期
間

６
／
20
（水）
〜
７
／
５
（木）

■
配
布
方
法

郵
送
ほ
か

■
回
収
方
法

返
信
用
封
筒
で
回
収

■
そ
の
他

お
答
え
い
た
だ
い
た
内

容
は
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
目
的

以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん

■
問
い
合
わ
せ
　
　

水
産
係

■
演
題
「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
子
ど

も
た
ち
」

■
内
容

中
村
津
峰
子

先
生

（
臨
床
心
理
士
）

■
入
場
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

指
導
係

長門やきとり横丁連絡協議会では、焼き鳥店舗数が人口比率で日本一の長門市を広くＰＲし、多くのみなさ
んに長門の焼き鳥を食べていただくことを目的に、市内の焼き鳥店を食べ歩くスタンプラリーを実施します。
●開催期間● 平成19年７月１日（日）～７月31日（火）

●参加方法● 期間中、やきとりまつり参加協力店のうち３店舗の焼き鳥を食べるとスタンプラリーに応募できます。
参加協力店に備え付けの応募用紙に、３店舗のスタンプ（お店の証明）を押し、参加協力店に備え付　
けの応募箱へ投函して下さい

●賞　　品● 抽選で「長州どりやきとりセット」や「焼き鳥店利用券」等の素敵な賞品が当ります

●応募規定● スタンプラリーは何回でも応募できますが、当選は１人１回までとします

●当選発表● 抽選は長門やきとり横丁連絡協議会で行い、当選者は、8月10日の『やきとりの日』に合わせて、
まつり参加焼き鳥店において発表します。

●参加協力店● 【東深川地区】 「かっぱ」「蔵」「さっちゃんの店」「サナエ」「たぬき」「ちくぜん」「ちさと」
「田八」「とりまる」「ひさご」「道くさ」「焼鳥はるか」「山鳥」

【深川湯本地区】 「一心」「おけい」 【三隅地区】 「ちょいと」「ゆきの飲食店」
【日置地区】 「ささ舟」「とっくり」 【油谷地区】 「やきとりえびす」



経
済
振
興
部
・
商
工
観
光
課

商
　
工
　
係

☎ 

２
３
‐
１
１
３
６

2007.７.１2007.７.１

市
民
福
祉
部
・
高
齢
障
害
課

障
害
福
祉
係

☎ 

２
３
‐
１
２
４
３

県
知
的
障
害
者
更
生

相
談
所
巡
回
相
談

18
歳
以
上
の
知
的
な
障
害
の
あ
る

人
を
対
象
と
し
た
巡
回
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時

７
／
13
（金）10：

00
〜
14：

30

■
場
所

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容

療
育
手
帳
相
談
、
保
健
相
談
等

■
持
参
す
る
も
の

療
育
手
帳
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

市
民
福
祉
部
・
地
域
福
祉
課

地
域
福
祉
係

☎ 

２
３
‐
１
２
４
５

献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■
日
時

７
／
20
（金）

10：

30
〜
12：

00
、
13：

00
〜
16：

00

■
場
所

ウ
ェ
ー
ブ
地
下
催
し
場

■
内
容

・
200
ml
・
400
ml
献
血

・
東
深
川
保
育
園
児
に
よ
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
（
10：

15
〜
）

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
占
い

※
献
血
協
力
者
に
記
念
品
を
贈
呈

※
本
人
確
認
を
行
い
ま
す

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
参
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
　
　

地
域
福
祉
係

障
害
基
礎
年
金
証
書
等

■
そ
の
他
　
事
前
の
予
約
が
必
要
で

す
。
前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い

■
予
約
申
込
・
問
い
合
わ
せ

障
害
福
祉
係

建
設
部
・
水
道
課総
　
務
　
係

☎ 

２
３
‐
１
１
６
９

水
道
事
業
の
業
務
状
況

お
詫
び
と
訂
正

６
月
１
日
号
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た
「
水
道
事
業
の
業
務
状
況
」
の
「
貸

借
対
照
表
」
の
一
部
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
正
し
く
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　
水
道
課
総
務
係

仙崎かまぼこの蒲鉾板8,000枚を組み合せて巨大モザイク壁画
を作るプロジェクト！ 今年は8,000枚!! ぜひご参加ください。
■期　　間　７／20（金）～８／31（金）
■設置箇所　みすゞ記念館前錦町商店壁のリニューアル
■配布場所　金子みすゞ記念館／JR仙崎駅
■参 加 料　無料

みすゞの詩ゆかりの地を巡るツアー！　今年はみすゞ潮彩号
からの観光客と一般観光客とを合わせて参加者を募集。
長門の山海の幸を満載した手作り「オリジナル昼食」付!!
■運 行 日　８／３（金）、４（土）、11（土）、18（土）、24（金）、25（土）
■所要時間　180 分　１日１便 12：50 ～
■コ ー ス　JR仙崎駅（集合）～青海島観光ホテル（昼食）～

八王子山～波の橋立～瀬戸～遍照寺～極楽寺～
M20000～金子みすゞ記念館～JR仙崎駅

■定　　員　24人（定員になり次第締切／お土産・記念品付）
■参 加 料　中学生以上 2,500円　小学生 1,500円　幼児無料
■申込方法　電話またはFAXで予約（締切は運行日１週間前）

㈱防長トラベル長門営業所　TEL.22-8151  FAX.22-8157

みすゞ燦参SUN期間中、長門市内42店舗（施設）で使用でき
るクーポンと長門市内の夏情報（海水浴・食・温泉・お土産）盛
り沢山のフリーペーパー！　クーポンはみすゞ燦参SUN公式ホ
ームページからもダウンロードできます。
■期　　間　７／1（日）～８／31（金）
■設置箇所　高速道路SA・県内ショッピングセンターほか
■公式ホームページ　http://www.misuzu333.jp

チームごとに自由な詩を作りお互いの詩でバトルしよう！
ちびっこ集まれ！　上位入賞者には景品があります。
■開 催 日　第１回目　８／５（日） 第２回目　８／12（日）
■時　　間　９：30～15：30（集合 9：00昼食は主催者で準備）
■場　　所　金子みすゞ記念館（集合）・仙崎公民館２階講堂
■対象・定員 小学生（３～６年生）限定20チーム

（参加無料／２～３人のグループで応募）
■内　　容　各チームで作った詩を発表し、会場からの「ミス

チャレボール」獲得数を競うバトルゲーム
■申込締切　開催日の１週間前
■申込・問い合わせ　金子みすゞ記念館　TEL.26-5155

未
来
に
残
そ
う
青
い
海

図
画
コ
ン
ク
ー
ル
募
集

■
募
集
内
容

「
未
来
に
残
そ
う
青

い
海
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
図
画

■
対
象
　
小
・
中
学
生

■
用
紙
・
画
材

・
作
品
は
画
用
紙
四
つ
切
り
か
ら
八

つ
切
り
と
し
ま
す

・
用
紙
、
画
材
の
種
類
は
問
い
ま
せ

ん
が
、
破
損
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

立
体
的
な
作
品
は
除
き
ま
す

■
応
募
規
定

・
作
品
に
は
標
語
等
の
文
字
を
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い

・
裏
面
に
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
住

所
・
学
校
名
・
学
年
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い

■
募
集
期
限

９
／
14
（金）

■
選
考
・
表
彰

仙
崎
海
上
保
安
部
、

萩
海
上
保
安
署
で
一
次
選
考
、
第

七
管
区
海
上
保
安
部
で
二
次
選
考

を
行
い
、
海
上
保
安
庁
で
最
終
選

考
を
行
い
ま
す

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4106

長
門
市
仙
崎
1026
‐
２

仙
崎
海
上
保
安
部
警
備
救
難
課

TEL
26
‐
０
２
４
０

な
つ
や
す
み
ス
ケ
ッ
チ

大
会
参
加
者
募
集

長
門
大
津
お
や
こ
劇
場
で
は
、
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
ス
ケ
ッ
チ
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

７
／
21
（土）

９：

30
〜
12：

00
（
受
付
９：

15
〜
）

■
場
所

県
立
日
置
農
業
高
校

■
対
象

年
長
児
程
度
〜
小
学
生

■
定
員

20
人
（
小
学
校
３
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

■
指
導
者

田
中
　
裕
子

氏

（
大
津
高
・
日
置
農
高
美
術
講
師
）

■
参
加
費

・
お
や
こ
劇
場
会
員
　
無
料

・
一
般
　
200
円
（
保
険
料
）

■
持
参
物

絵
を
描
く
道
具
（
画
用

紙
、
絵
の
具
、
ク
レ
ヨ
ン
、
画
板

等
）、
シ
ー
ト
や
折
り
た
た
み
椅

子
、
お
茶
、
帽
子
な
ど

■
申
込
方
法

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
住
所
、
氏
名
（
小
学
校
３

年
生
以
下
は
保
護
者
名
）、
学
年
、

電
話
番
号
を
明
記
し
申
し
込
む

■
申
込
期
限

７
／
18
（水）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
門
大
津
お
や
こ
劇
場
事
務
所

TEL
・
FAX
26
‐
６
１
２
３

Ｅ
メ
ー
ル

n
p
o
n
o
o
g

＠h
.d
u
-u
p
.c
o
m

市
民
手
話
講
習
会

手
話
で
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

長
門
手
話
の
会
で
は
、
初
心
者
を

対
象
と
し
た
手
話
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

７
／
10
か
ら
８
／
28
ま
で

の
毎
週
火
曜
日
（
全
７
回
）

18：

30
〜
20：

00

（
た
だ
し
８
／
14
は
休
み
）

■
場
所

長
門
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象

手
話
に
興
味
が
あ
る
人
な

ら
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

以
前
に
手
話
を
習
っ
た
こ
と
が
あ

る
人
で
も
構
い
ま
せ
ん

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
に
よ
る
送

迎
を
お
願
い
し
ま
す

■
内
容

聴
覚
障
害
者
と
の
交
流
を

は
じ
め
初
心
者
向
け
の
講
習

■
受
講
料

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会

TEL
22
‐
８
２
９
４

市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
自

治
宝
く
じ
助
成
）
に
よ
り
、
仙
崎
地
区
区
長

会
に
対
す
る
公
園
管
理
作
業
具
等
の
購
入
助

成
を
行
い
ま
し
た
。
本
事
業
が
住
民
自
治
活

動
の
促
進
や
地
域
振
興
の
一
助
と
な
る
も
の

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
問
い
合
わ
せ

企
画
振
興
課
企
画
調
整
係TEL

23
‐
１
１
１
６
　

宝
く
じ
助
成
事
業

仙
崎
地
区
公
園
管
理

作
業
具
等
購
入
助
成

県
・
市
町
離
職
者

緊
急
対
策
資
金

会
社
の
倒
産
や
事
業
の
不
振
な
ど

に
よ
り
、
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

人
に
生
活
資
金
な
ど
の
貸
し
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
（
す
べ
て
該
当
す
る
人
）

・
県
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
人

・
離
職
時
の
事
業
所
に
１
年
以
上
勤

続
し
て
い
た
人

・
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
勤
労
者

（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
〈
離
職

理
由
コ
ー
ド
11
、
12
、
31
、
32
に

限
る
〉
ま
た
は
当
該
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
で
あ
っ
た
人
）
で
離
職

後
１
年
以
内
の
人

・
借
入
申
込
時
、
現
に
離
職
し
公
共

職
業
安
定
所
で
求
職
活
動
を
行
っ

て
い
る
人

※
確
認
書
類
と
し
て
、
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
等
の
証
明
書
が
必
要

■
資
金
使
途

大
学
教
育
資
金
、
住
宅
資
金
償
還

金
、
冠
婚
葬
祭
・
療
養
資
金
、
災

害
資
金
、
一
般
生
活
資
金

■
貸
付
限
度
額

70
〜
150
万
円

■
償
還
期
間

３
〜
６
年
以
内

■
貸
付
利
率

年
1.0
％

（
別
途
保
証
料
が
必
要
）

■
申
込
先

中
国
労
働
金
庫
各
支
店

■
保
証
人
等

連
帯
保
証
人
１
人
（
申
込
人
と
別

会
計
の
人
）
と
日
本
労
働
者
信
用

基
金
協
会
の
債
務
保
証
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　

商
工
係

県
労
働
政
策
課
労
働
福
祉
班

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
２
１
０
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「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」

ダ
ム
見
学
会

毎
年
７
月
21
日
か
ら
31
日
ま
で
は

「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
で
す
。

長
門
土
木
建
築
事
務
所
で
は
期
間

中
に
ダ
ム
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

湯
免
ダ
ム
見
学
会

■
日
時

７
／
23
（月）
〜
29
（日）

10：

00
〜
16：

00

■
場
所

湯
免
ダ
ム（
三
隅
中
辻
並
）

■
内
容

・
管
理
所
内
の
見
学
（
随
時
）

・
ダ
ム
本
体
内
部
の
見
学
（
随
時
）

・
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

（
土
・
日
の
み
各
先
着
10
組
）

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
長
門
土
木
建
築
事
務
所

工
務
２
課
　
TEL
22
‐
２
９
４
９

大
坊
ダ
ム
見
学
会

■
日
時

７
／
27
（金）
〜
31
（火）

10：

00
〜
16：

00

■
場
所

大
坊
ダ
ム
（
油
谷
河
原
坂
根
）

■
内
容

・
管
理
所
内
ゲ
ー
ト
操
作
室
の
見
学

（
随
時
）

・
ダ
ム
本
体
内
部
の
見
学
（
随
時
）

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
長
門
土
木
建
築
事
務
所

ダ
ム
管
理
課（
大
坊
ダ
ム
管
理
所
）

TEL
32
‐
０
９
６
０

山
口
県
地
す
べ
り
巡
視
員

平
成
19
年
度
の
油
谷
地
域
地
す
べ

り
巡
視
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
地
す

べ
り
巡
視
員
は
、
地
す
べ
り
防
止
区

域
内
の
管
理
を
適
切
に
行
う
た
め
、

県
知
事
が
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
集
中

豪
雨
等
に
よ
り
地
す
べ
り
の
兆
候
が

発
生
し
た
と
き
に
は
、
地
す
べ
り
巡

視
員
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
山
口
県
地
す
べ
り
巡
視
員

﹇
敬
称
略
／
（

）
内
は
担
当
区
域
﹈

・
村
岡
　
昭
義
（
津
黄
・
西
津
黄
）

・
西
村
　
浩
市
（
小
田
区
域
）

・
藤
本
　
雄
二
（
川
尻
区
域
）

・
三
浦
　
正
人
（
白
木
・
白
木
西
）

・
大
田
　
照
夫
（
西
立
石
区
域
）

・
高
木
　
　
孝
（
掛
渕
区
域
）

・
藤
野
　
義
行
（
青
村
区
域
）

・
増
山
　
照
實
（
西
山
区
域
）

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
長
門
土
木
建
築
事
務
所

TEL
22
‐
５
３
１
６

ち
び
っ
子
ヤ
ン
グ
大
会

海
上
自
衛
隊
小
月
航
空
基
地
で

は
、
少
年
少
女
を
対
象
と
し
た
ち
び

っ
子
ヤ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

７
／
21
（土）８：

00
〜
16：

00

■
場
所

海
上
自
衛
隊
小
月
航
空
基
地

■
内
容

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
（
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験

試
乗
、
航
空
機
地
上
展
示
、
手

旗
・
結
索
教
室
な
ど
）、
模
擬
店

（
海
軍
カ
レ
ー
な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ

海
上
自
衛
隊

小
月
教
育
航
空
群
広
報
室

TEL
０
８
３
２
‐
８
２
‐
１
１
８
０

海
技
免
許
の
更
新
講
習

次
の
と
お
り
海
技
免
許
の
更
新
講

習
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
７
／
22
（日）

９：

30
受
付
　
10：

00
講
習
開
始

■
場
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■
持
参
物
　

・
海
技
免
許

・
本
籍
地
記
載
の
住
民
票
１
通

・
写
真
２
枚
（
縦
4.5
㎝
×
横
3.5
㎝
、

パ
ス
ポ
ー
ト
サ
イ
ズ
、
ス
ピ
ー
ド

写
真
可
）

・
費
用

小
型
免
許
更
新
講
習８

、
１
０
０
円

小
型
免
許
失
効
再
交
付
講
習

１
３
、
９
９
０
円

※
大
型
（
海
技
士
　
航
海
・
機
関
）

受
有
者
は
事
前
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

関
門
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
３
２
‐
６
６
‐
４
０
２
９

h
ttp
://w

w
w
.u
rb
a
n
.n
e
.jp
/

h
o
m
e
/ka
n
m
o
n

自
然
観
察
会
参
加
者
募
集

北
浦
自
然
観
察
会
（
山
口
県
自
然

観
察
指
導
員
協
議
会
第
六
支
部
）
で

は
、
次
の
と
お
り
自
然
観
察
会
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。
多
く
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
石
鎚
山
・
面
河
渓
谷

■
日
時
　
７
／
28
（土）
・
29
（日）
（
１
泊
２
日
）

■
集
合
　
萩
市
役
所
前
　
８：

00

■
参
加
料

１
７
、
０
０
０
円

■
定
員

41
人

■
行
先

愛
媛
県
石
鎚
山
・
面
河
渓
谷

周
南
市
馬
ヶ
糞
岳

■
日
時
　
８
／
26
（日）

■
集
合
　
萩
市
役
所
前
　
８：

00

■
参
加
料

３
、
５
０
０
円

■
行
先

周
南
市
馬
糞
ヶ
岳

福
岡
県
平
尾
台

■
日
時
　
９
／
16
（日）

■
集
合
　
萩
市
役
所
前
　
８：

00

■
参
加
料

３
、
５
０
０
円

■
行
先

福
岡
県
平
尾
台

第
23
回
防
災
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
作
文
募
集

内
閣
府
で
は
、
防
災
意
識
の
高
揚

と
防
災
知
識
の
普
及
を
図
る
た
め
、

防
災
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
区
分

・
幼
児
・
小
学
１
〜
４
年
生
の
部

・
小
学
５
・
６
年
生
の
部

・
中
学
生
・
高
校
生
の
部

・
一
般
の
部

■
募
集
内
容

・
地
震
、
津
波
、
火
山
噴
火
、
台
風
、

豪
雨
、
豪
雪
な
ど
の
自
然
災
害
を

対
象
と
し
た
「
防
災
」
に
関
す
る

も
の（
火
災
に
よ
る
災
害
は
除
く
）

・
テ
ー
マ
を
連
想
さ
せ
る
標
語
を
入

れ
た
未
発
表
の
個
人
の
作
品

・
幼
児
・
小
学
１
〜
４
年
生
の
部
は

標
語
の
な
い
絵
画
だ
け
で
も
可

■
応
募
規
定

・
用
紙
は
Ａ
３
判
以
上
Ａ
２
判
以
下

の
大
き
さ
の
画
用
紙
、ケ
ン
ト
紙
、

印
画
紙
を
使
用

・
画
材
・
色
数
は
自
由

・
パ
ソ
コ
ン
等
を
使
用
し
た
作
品
可

・
応
募
区
分
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
（
学
校
名
・
学
年
）
を
明
記

■
募
集
期
限
　
10
／
22
（月）

（
当
日
消
印
有
効
）

■
そ
の
他

・
審
査
の
結
果
は
入
賞
者
の
み
文
書

で
通
知
し
ま
す
（
20
年
２
月
頃
）

・
応
募
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に

帰
属
し
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

■
作
品
の
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
170
‐
0013
東
京
都
豊
島
区

東
池
袋
１
‐
42
‐
14

28
山
京
ビ
ル
７
Ｆ

防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局

TEL
０
３
‐
３
９
８
０
‐
８
６
８
３

http
://w

w
w
.b
o
usai.g

o
.jp
/

g
yo
ji/g
yo
ji.htm

l

き
ら
め
き
子
育
て
賞

（
多
子
・
体
験
記
）
募
集

県
で
は
「
や
ま
ぐ
ち
子
育
て
文
化

の
創
造
」
を
目
指
し
、
出
産
や
子
育

て
の
楽
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
発
信

す
る
た
め
、
５
人
以
上
出
産
し
た
人

や
豊
か
な
子
育
て
体
験
を
有
す
る
人

を
表
彰
し
ま
す
。

多
子
部
門

■
応
募
資
格

平
成
18
年
に
第
５
子

以
上
の
お
子
さ
ん
を
出
産
さ
れ
た

山
口
県
在
住
の
人

■
応
募
方
法

応
募
申
込
書
に
該
当

す
る
書
類
を
添
え
て
郵
送
ま
た
は

持
参
に
よ
り
応
募
す
る

■
添
付
書
類

・
平
成
18
年
に
第
５
子
以
上
の
子
を

出
産
し
た
こ
と
が
証
明
で
き
る
も

の
（
戸
籍
謄
本
ま
た
は
外
国
人
登

録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
）

・
山
口
県
在
住
で
あ
る
こ
と
が
証
明

で
き
る
も
の
（
住
民
票
謄
本
）

■
実
施
方
法

応
募
書
類
を
審
査
し

用
件
に
あ
っ
た
人
全
員
を
表
彰

体
験
記
部
門

■
応
募
資
格

子
育
て
の
体
験
を
有

す
る
山
口
県
在
住
の
人

■
応
募
規
定

・
自
作
、
未
発
表
の
も
の
で
、
１
人

１
作
品
に
限
る

・
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
〜
３
枚

・
作
品
の
題
名
を
つ
け
る
こ
と

・
入
賞
作
品
は
主
催
者
に
帰
属
し
、

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

■
応
募
方
法

応
募
作
品
に
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、

職
業
、電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
持
参
等
に

よ
り
応
募
す
る

■
実
施
方
法

選
考
委
員
会
で
審
査

し
入
賞
作
品
10
編
を
表
彰

共
通
事
項

■
募
集
期
間
　
８
／
31
（金）

（
当
日
消
印
有
効
）

■
賞
・
賞
品

き
ら
め
き
子
育
て
賞

と
し
て
賞
状
お
よ
び
副
賞
（
県
産

米
き
ら
星
20
㎏
）
を
授
与

■
結
果
発
表

10
月
中
旬
に
結
果
を

発
表
（
多
子
部
門
は
受
章
者
数
）

■
表
彰

10
／
27
（土）
に
周
南
市
で

開
催
す
る
「
元
気
キ
ッ
ズ
＆
フ
ァ

ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
開
会
式
で
表

彰
（
多
子
部
門
は
代
表
者
数
名
）

■
そ
の
他

・
応
募
者
の
個
人
情
報
は
本
事
業
の

目
的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん

・
く
わ
し
く
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー

に
備
え
付
け
の
チ
ラ
シ
（
応
募
申

込
書
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
8501
山
口
市
滝
町
１
‐
１

山
口
県
健
康
福
祉
部
こ
ど
も
未
来
課

「
き
ら
め
き
子
育
て
賞
」
担
当

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
７
５
４

FAX
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
７
５
９

Ｅ
メ
ー
ル

a13300@
pref.yam

aguchi.lg.jp
http://w

w
w
.yam

aguchi-
kosodate.net/yubitom

a/

共
通
事
項

■
携
行
品

弁
当
、
水
筒
、
手
帳
、

図
鑑
、
雨
具
、
杖
な
ど

■
服
装

靴
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ

ー
ズ
が
お
す
す
め
で
す

■
そ
の
他

参
加
料
は
バ
ス
代
、
傷

害
保
険
代

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
758
‐
0021
萩
市
今
古
萩
34

北
浦
自
然
観
察
会
（
永
井
）

TEL
０
９
０
‐
８
２
４
０
‐
９
７
８
５

FAX
０
８
３
８
‐
２
２
‐
５
４
７
５

刑
務
官
採
用
試
験

■
受
験
資
格

・
刑
務
官
Ａ

昭
和
53
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
性

・
刑
務
官
Ｂ

昭
和
53
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
女
性

■
受
付
期
間

７
／
24
（火）
〜
８
／
７
（火）
ま
で

■
１
次
試
験

９
／
23
（日）

■
願
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ

山
口
刑
務
所

TEL
０
８
３
‐
９
２
２
‐
１
４
５
０

萩
拘
置
支
所

TEL
０
８
３
８
‐
２
５
‐
９
１
４
７

汗汗フェスタ2007 in 千畳敷マウンテンバイク３時間耐久レース開催
■ 日時／場所　８／５（日） 10：00スタート　　千畳敷高原キャンプ場周辺（長門市日置北山）
■ 内　　容　　マウンテンバイク３時間耐久レース。約500人のライダーが千畳敷で熱いレースを繰り広げます

レース出場者募集　
■ 参加資格　　参加資格は中学生以上の健康な人（18歳以下は保護者の同意が必要です）
■ 出場方法　　ソロ（１人） または　チーム（２名～４名）
■ 参 加 料　　１人　３,０００ 円

ボランティアスタッフ募集
実行委員会ではイベントボランティアを募集しています。受付や周回チェック、コース警備等さまざまな内容があ
ります。地域のイベントを支えてくれる人をお待ちしています

ＭＴＢ写真コンクール
汗汗フェスタの一コマを写真に撮って応募しませんか
■ 写真規格　　サイズは問いません。 写真の裏にタイトル、住所、氏名を記入
■ 締め切り　　８／20（月）必着
■ 注意事項　　応募いただいた写真はお返しできません。写真の権利は実行委員会のものとさせていただきます

問い合わせ・応募先
〒759-4106 長門市仙崎鳥越２区　日出男商会内「千畳敷ＭＴＢ実行委員会事務局」 Tel   26‐0955
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業
都
市
の
も
う
一
つ
の
顔
が
「
鯨
の
ま

ち
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
蔚
山
で
は
毎

年
５
月
に
「
鯨
ま
つ
り
」
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

５
月
18
日
、
そ
の
「
蔚
山
鯨
ま
つ
り
」

に
私
も
下
関
市
の
江
島
市
長
さ
ん
や
日

本
捕
鯨
協
会
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
出
席

し
、
地
元
蔚
山
広
域
市
の
朴
孟
雨
市
長

や
金
斗
謙
南
区
長
は
じ
め
蔚
山
市
の
皆

さ
ん
か
ら
大
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

蔚
山
に
は
、
２
０
０
５
年
に
開
館
し

た
「
長
生
浦

チ
ャ
ン
セ
ン
ポ

ク
ジ
ラ
博
物
館
」
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
博
物
館
に
通
地

区
の
捕
鯨
資
料
（
銛
、
包
丁
等
）
が
寄

贈
、
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
交
流

が
今
回
の
訪
問
の
目
的
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
両
市
の
縁
も
確
認
で
き
た
視
察

で
も
あ
り
ま
し
た
。

実
は
今
回
の
訪
韓
直
前
、
昭
和
13
年

頃
に
油
谷
湾
と
蔚
山
を
結
ぶ
定
期
航
路

の
開
設
構
想
が
あ
っ
た
と
言
う
資
料
を

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本

海
を
直
線
で
結
べ
ば
最
も
近
い
両
市
で

す
が
、
お
互
い
に
日
本
海
沿
岸
捕
鯨
の

基
地
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

「
鯨
一
頭
、
七
浦
賑
わ
す
」
の
言
葉
が

あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
の
地
域
は
捕
鯨

で
栄
え
て
も
き
ま
し
た
。

長
門
市
の
将
来
像
に
使
わ
れ
て
い
る

「
豊
饒
の
海
」
は
、
捕
鯨
が
行
わ
れ
て

い
た
時
代
の
「
鯨
の
獲
れ
た
恵
み
の
海
」

を
思
い
描
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
門

くじらと私たち

今
年
も
通
地
区
を
は
じ
め
、
市
内
各

所
で
鯨
法
会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
く
じ
ら
法
会
は
春
の
く
れ
…
」。
み

す
ゞ
さ
ん
の
詩
に
も
あ
る
よ
う
に
、
獲

っ
た
鯨
へ
の
憐
れ
み
と
、
多
く
の
恵
み

を
与
え
て
く
れ
た
感
謝
の
た
め
の
こ
の

行
事
は
毎
年
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬

に
か
け
て
開
か
れ
ま
す
。

さ
て
、
海
の
向
う
の
韓
国
で
も
こ
の

時
期
、
鯨
た
ち
へ
の
感
謝
を
込
め
て

「
鯨
ま
つ
り
」
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
５
年
の
Ｉ
Ｗ
Ｃ
（
国
際
捕
鯨
委

員
会
）
年
次
総
会
は
、
韓
国
・
蔚
山

ウ
ル
サ
ン

市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
蔚
山
は
古
く

か
ら
日
本
海
に
お
け
る
韓
国
の
捕
鯨
基

地
で
も
あ
り
ま
し
た
。
韓
国
随
一
の
工

■三隅総合支所（２階会議室）
７月４日（水）9：00～11：30
■日置総合支所（市民相談室）
７月11日（水）9：00～11：30
■油谷総合支所（２階応接室）
７月18日（水）9：00～11：30
■長門市役所本庁（３階会議室）
７月25日（水）9：00～11：30
■問い合わせ　秘書係 Tel  23‐1113

市
の
市
章
は
、
青
い
海
に
鯨
が
群
れ
て

泳
ぐ
姿
を
連
想
さ
せ
ま
す
。

く
じ
ら
と
関
わ
っ
た
歴
史
は
、
私
た

ち
の
文
化
に
彩
り
を
添
え
て
く
れ
る
だ

け
で
な
く
、
時
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
ま
で
も
示
唆
し
て
く
れ
ま
す
。

鯨
が
泳
い
だ
海
を
守
る
だ
け
で
な

く
、
鯨
文
化
を
通
じ
て
海
洋
環
境
保
全

を
は
じ
め
と
し
た
世
界
共
通
の
課
題
に

国
境
を
越
え
て
取
り
組
み
あ
う
、
そ
の

使
命
を
担
う
こ
と
の
必
要
性
を
今
回
の

交
流
行
事
は
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
り
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

身
体
に
障
害
が
あ
り
社
会
復
帰
を

目
指
す
人
の
た
め
の
訓
練
施
設
と
し

て
「
山
口
県
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

15
歳
以
上
で
更
生
意
欲
の
あ
る
人

・
食
事
、
入
浴
な
ど
日
常
生
活
に
介

助
を
要
し
な
い
人

■
訓
練
内
容

・
機
能
訓
練
（
理
学
療
法
、
作
業
療

法
、
言
語
訓
練
な
ど
）

・
社
会
適
応
訓
練
（
書
字
、
計
算
、

パ
ソ
コ
ン
、
陶
芸
、
手
芸
な
ど
）

・
自
動
車
操
作
訓
練

■
訓
練
日
時

土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
毎
日

（
９：

10
〜
16：

45
）

■
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
0092
山
口
市
八
幡
馬
場
36
‐
１

山
口
県
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
３
‐
９
２
５
‐
２
３
４
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.c
-a
b
le
.n
e
.jp
/

̃
sin
n
syo
/

交
通
遺
児
・
自
動
車
事
故
に

よ
る
重
度
後
遺
障
害
者
へ

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策

機
構
は
、
自
動
車
事
故
の
発
生
防
止

を
推
進
す
る
機
関
で
あ
る
と
と
も

に
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
被
害
者
に

対
し
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た

人
ま
た
は
重
度
後
遺
障
害
に
な
ら
れ

た
人
の
お
子
さ
ん（
０
歳
〜
中
学
生
）

に
対
し
、
次
の
と
お
り
無
利
子
の
育

成
資
金
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

■
貸
付
申
込
者

お
子
さ
ん
を
扶
養

し
て
い
る
保
護
者

■
貸
付
金
額（お

子
さ
ん
一
人
に
つ
き
）

・
一
時
金
　
　
１
５
５
、
０
０
０
円

・
貸
付
期
間
中
（
毎
月
）

２
０
、
０
０
０
円

・
小
中
学
校
入
学
時
に
入
学
支
度
金

４
４
、
０
０
０
円

■
貸
付
期
間

貸
付
が
決
定
し
た
月
か
ら
中
学
校

卒
業
の
月
ま
で

■
返
還
期
間

中
学
校
卒
業
後
、
１
年
据
え
置
い

て
か
ら
月
賦
等
に
よ
る
20
年
以
内

の
均
等
払
い
で
返
還
。
高
校
、
大

学
等
へ
進
学
し
た
場
合
、
在
学
中

は
返
還
猶
予

重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給

自
動
車
事
故
に
よ
り
頭
部
ま
た
は

脊
髄
に
損
傷
を
受
け
、
重
度
の
後
遺

障
害
を
遺
し
、
常
時
ま
た
は
随
時
介

護
を
要
す
る
人
へ
次
の
と
お
り
介
護

料
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
受
給
資
格
者

自
賠
責
認
定
通
知
書
が
１
級
１

号
・
２
号
、
ま
た
は
２
級
１
号
・

２
号
の
人
（
平
成
14
年
３
月
31
日

以
前
に
つ
い
て
は
、
１
級
３
号
・

４
号
ま
た
は
２
級
３
号
・
４
号
の

人
）
お
よ
び
こ
れ
と
同
等
で
あ
る

と
機
構
が
判
断
し
た
人

■
申
請
者

受
給
資
格
者
の
法
定
代
理
人
ま
た

は
扶
養
し
て
い
る
人

■
介
護
料

月
額
２
９
、２
９
０
円
〜
１
３
６
、

８
８
０
円
の
範
囲
で
症
状
に
応
じ

て
支
給

■
支
給
期
間

申
請
書
類
を
受
理
し
た
月
か
ら
介

護
料
を
支
給
す
る
事
由
が
消
滅
し

た
月
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
0811
山
口
市
大
字
吉
敷
3236
‐
１

山
陽
ビ
ル
吉
敷

独
立
行
政
法
人

自
動
車
事
故
対
策
機
構
山
口
支
所

TEL
０
８
３
‐
９
２
４
‐
５
４
１
９

h
ttp
://w

w
w
.n
a
sva
.g
o
.jp
/

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
建

設
現
場
で
働
く
人
の
た
め
に
、
中
小

企
業
退
職
金
共
済
法
に
よ
り
国
が
作

っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

事
業
主
の
方
々
は
、
現
場
で
働
く

労
働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数

に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を

貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で

働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
設
業

退
職
金
共
済
か
ら
退
職
金
を
支
払
う

業
界
全
体
の
退
職
金
制
度
で
す
。

■
制
度
の
特
色
　

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対

象
と
な
り
ま
す

中
小
企
業
退
職
金共済

制
度

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
（
中

退
共
制
度
）
は
、
中
小
企
業
で
働
く

従
業
員
の
た
め
に
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
に
よ
り
国
が
作
っ
た
退
職

金
制
度
で
す
。

■
制
度
の
特
色
　

・
適
格
年
金
制
度
か
ら
の
移
行
先
で

す
（
適
格
年
金
資
産
を
全
額
移
換

で
き
ま
す
）

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す

（
新
規j

加
入
の
事
業
主
に
対
し
、

掛
金
月
額
の
１
／
２
〔
上
限
５
千

円
〕
を
従
業
員
ご
と
に
、
加
入
後

４
ヵ
月
目
か
ら
１
年
間
助
成
し
ま

す
。
ま
た
、
１
万
８
千
円
以
下
の

掛
金
月
額
を
増
額
す
る
事
業
主

に
、
増
額
分
の
１
／
３
を
増
額
し

た
月
か
ら
１
年
間
助
成
し
ま
す
）

・
短
期
労
働
者
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

等
）
も
加
入
で
き
ま
す

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す

・
加
入
前
の
勤
務
期
間
（
過
去
勤
務

期
間
）
通
算
制
度
と
転
職
し
た
場

合
の
通
算
制
度
が
あ
り
ま
す

・
掛
金
は
預
金
口
座
か
ら
振
り
替

え
、
退
職
金
は
直
接
退
職
者
に
支

払
い
ま
す
の
で
管
理
が
簡
単
で
す

■
掛
金
の
種
類
　

・
月
額
５
千
円
か
ら
３
万
円
ま
で
の

16
種
類
で
す

・
短
時
間
労
働
者
（
１
週
間
の
所
定

労
働
時
間
が
通
常
の
従
業
員
よ
り

短
く
30
時
間
未
満
の
従
業
員
）
は

２
千
円
、
３
千
円
、
４
千
円
の
特

例
掛
金
で
も
加
入
で
き
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

TEL
０
３
‐
３
４
３
６
‐
０
１
５
１

h
ttp
://c
h
u
ta
ikyo

.
ta
isyo

ku
kin
.g
o
.jp
/

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必

要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上

全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

企
業
間
を
通
算
し
計
算
さ
れ
ま
す

■
掛
金
　
日
額
　
310
円

■
問
い
合
わ
せ

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業

山
口
支
部

TEL
０
８
３
‐
９
２
４
‐
９
４
６
６

h
ttp
://w

w
w
.ke
n
ta
ikyo

.
ta
isyo

ku
kin
.g
o
.jp
/

や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り

県
民
税
関
連
事
業

県
で
は
、
健
全
な
森
林
を
次
の
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
「
や
ま
ぐ
ち
森

林
づ
く
り
県
民
税
」
を
活
用
し
て
、

荒
廃
し
た
森
林
の
整
備
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
森
林
の
手
入
れ
を
し
よ
う

に
も
行
き
届
か
ず
お
困
り
の
人
は
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
事
業
名

公
益
森
林
整
備
事
業

■
対
象
森
林

長
期
間
放
置
さ
れ
荒

廃
し
て
い
る
36
年
生
以
上
の
ス

ギ
、
ヒ
ノ
キ
人
工
林

■
事
業
内
容

40
％
以
上
の
間
伐
等

■
負
担
金

全
額
補
助

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
下
関
農
林
事
務
所
森
林
部

TEL
０
８
３
７
‐
６
６
‐
１
１
８
２

法
と
福
祉
の
セ
ミ
ナ
ー

萩
・
長
門
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
と

長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
第

６
回
「
法
と
福
祉
の
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時

７
／
６
（金）14：

00
〜
16：

00

■
場
所

長
門
市
中
央
公
民
館

■
内
容

・
生
活
の
中
に
潜
む
身
近
な
法
律
問

題
を
弁
護
士
が
楽
し
く
分
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
す

・
福
祉
の
専
門
家
が
あ
な
た
が
抱
え

18
歳
未
満
の
ア
ル
バ
イ
ト

雇
用
に
つ
い
て

中
学
・
高
校
生
が
夏
休
み
を
迎
え

る
と
、
満
18
歳
未
満
の
年
少
者
を
ア

ル
バ
イ
ト
と
し
て
雇
用
す
る
事
業
所

が
多
く
な
り
ま
す
。

18
歳
未
満
の
年
少
者
を
ア
ル
バ
イ

ト
と
し
て
雇
用
す
る
場
合
、
労
働
基

準
法
等
の
法
律
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

①
労
働
条
件
通
知
書
の
交
付
義
務

②
１
時
間
646
円（
山
口
県
最
低
賃
金
）

以
上
の
賃
金
支
払
い
義
務

③
残
業
・
休
日
出
勤
の
禁
止

④
深
夜
（
午
後
10
時
〜
午
前
５
時
）

労
働
の
禁
止

⑤
危
険
有
害
業
務
へ
の
就
業
禁
止

く
わ
し
く
は
労
働
基
準
監
督
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

山
口
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

TEL
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
７
０

萩
労
働
基
準
監
督
署

TEL
０
８
３
８
‐
２
２
‐
０
７
５
０

る
福
祉
問
題
を
解
決
し
ま
す

・
消
費
生
活
研
究
会
に
よ
る
寸
劇

■
問
い
合
わ
せ

長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会

TEL
22
‐
８
２
９
４


